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２．第１研究 産後 3か月までの授乳婦の酸化ストレス状態と母乳の抗酸化能に関連する要因 
 産後 3 か月までの酸化ストレスと抗酸化力，母乳の抗酸化能を評価し，産褥期の酸化ストレスと抗酸
化防御機構について明らかにすることを目的とした。そして各バイオマーカーと，産後 1 か月と産後 3
か月の母体の栄養摂取状況や日常の身体活動量との関連について検討した。 
１）方法： 
 妊娠経過が正常であり，経腟分娩した褥婦 47 名を対象とした。調査期間は 2012 年 6 月から 2013 年 4
月であった。血液と母乳の採取は産褥早期（4～5 日），産後 1 か月，産後 3 か月の 3 回実施した。採取
した検体は 72 時間以内に F.R.E.E.（Free Radical Evaluator）で，血液は酸化ストレス度（以下 d-ROMs
値）と抗酸化力（以下 BAP 値）を，母乳は抗酸化能（以下母乳 OXY 値, 母乳 BAP 値）を測定した。





値は正常域よりもまだ高値であった。一方，BAP 値は産褥早期から産後 1 か月にかけて上昇し（p<.001），
ほぼ正常域まで上昇した。母乳 OXY 値と母乳 BAP 値は，産後 3 か月までは日数が経過するにつれて漸
次低下した（p<.001）。母体の d-ROMs 値と母乳 OXY 値, 母乳 BAP 値との間に相関は認められなかった。
産褥早期の母体の BAP 値は，母乳 BAP 値と弱い相関がみられた（p<.05）。栄養摂取状況については，
ほとんどの栄養素が産後 1 か月から産後 3 か月にかけて低下していた。産後 1 か月の d-ROMs 値と野菜・
果物摂取量の間には負の相関が認められた（p<.05）。代表的な抗酸化栄養素摂取量と d-ROMs 値，BAP
値に相関はみられなかった。母乳 OXY 値および母乳 BAP 値と抗酸化栄養素摂取量，野菜・果物摂取量
との間に相関はみられなかった。また，産後 1 か月から産後 3 か月の身体活動量の変化は d-ROMs 値と














 妊娠経過が正常であり，経腟分娩した褥婦 97 名（2011 年: 50 名, 2012 年: 47 名）を対象とした。母乳
の採取は 2011 年が産褥早期と産後 1 か月の 2 回実施し，2012 年が産褥早期と産後 1 か月，産後 3 か月































 産褥早期から産後３か月までの母体の酸化ストレスと抗酸化力, 母乳の抗酸化能を経時的に追跡し, 
産褥期の酸化ストレスと抗酸化防御機構を客観的に評価した。その結果, 産褥期の酸化ストレス度
(d-ROMs値)は産後日数の経過に従って低下し, 抗酸化力(BAP値)の方が早く改善することや, 母乳の抗
酸化能(母乳 OXY値と母乳 BAP値)は産後３か月まで漸次減少すること, 酸化ストレス度(d-ROMs値)は母


















産後 3か月の酸化ストレス度は, 正常域よりも高値であること。抗酸化力(BAP値)は, 産褥早期から産後 1か月
かけて正常域まで上昇することが引き出された。母体酸化ストレス度や抗酸化力と、母乳の抗酸化能との関係に








今後, ケア内容の例示などを含めたモデルの醸成が待たれる。審査において, 母乳資料の採取・分析方法, 
母体の酸化ストレス度と母乳の抗酸化能との関連について, 母乳の抗酸化能と抗酸化力との違いについて, 総
活動量のデータ収集方法, 総活動量の変化と母乳の抗酸化能との関係などの質疑応答が行われた。また, 従
来の母乳育児支援は乳房の手当てなど技術習得が中心であり, 質のよい母乳分泌を促し, ホリステックなケア
提供に応える新たな母乳育児支援の確立に繋ぐものであり, ケアの根拠性を引き出す研究であると評した。 授
乳期の女性の酸化ストレスおよび抗酸化力に着目した研究設定、独創性、発展性について意義あるものと判定
された。以上より、本論文は、本学学位規定に定める博士（看護学）の学位を授与することに値する者であり、申
請者は看護学における研究活動を自立して行うことに必要な高度な研究能力と豊かな学識を有すると認め、論
文審査および最終試験に合格と判定した。 
